
                         令 和 ６ 年 ７ 月 ２ 日  

 事 業 者 各 位  

 
 北海道労働局長登 録教習 機関  

 林業・木材製造業労働災害防止協会北海道支部 
 受付機関 

 林業・木材製造業労働災害防止協会北海道支部旭川分会 
 

木材加工用機械作業主任者技能講習会の開催について 
 

労 働 安 全 衛 生 法 第 １ ４ 条 の 規 定 に よ り 、 下 記 要 件 に 該 当 す る 事 業 場 は 、 木 材 加 工 用
機 械 作 業 主 任 者 を 選 任 し 、 労 働 安 全 衛 生 規 則 第 １ ３ ０ 条 に 定 め る 作 業 指 揮 等 の 職 務 を
行 な わ せ な け れ ば な ら な い こ と と さ れ て お り ま す 。  

つ き ま し て は 、 下 記 に よ り 講 習 を 開 催 い た し ま す の で 、 未 選 任 又 は 交 代 要 員 を 置 い
て い な い 事 業 場 は 、 こ の 機 会 に 受 講 下 さ い ま す よ う ご 案 内 申 し 上 げ ま す 。  

な お 、 下 記 要 件 を 満 た す 建 設 業 、 家 具 ・ 建 具 製 造 業 等 も 対 象 に な り ま す 。  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

１ ． 受 講 資 格  

   木 材 加 工 用 機 械 に よ る 作 業 に ３ 年 以 上 従事 し た 経 験 を 有 す る 者  

２ ． 受 講 区 分 ・ 講 習 科 目  

作業に係る

機械、
その安全装
置等の種
類、構造及

び機能に関
する知識

作業に係る
機械、

その安全装
置等の保
守点検に関

する知識

作業の方
法に関する
知識

関係法令
講習時間
合計

区
分
Ａ

６時間 ２時間 ５時間 ２時間 １５時間

①技能検定
　1級･2級
　合格者

㋐木型製作
㋑建築大工
㋒機械木工
　　(実技試験で、木工機械整備作業を選択した者)
㋓家具製作
　　(実技試験で、家具手加工作業を選択した者)
㋔建具製作
　　(実技試験で、木製建具手加工作業を選択した者)

②職業訓練
　指導員免
　許を受け
　た者

職業能力開発促進法第28条第１項に規定する職業能力開発促進

法施行規則別表第十一に掲げる職種のうち

　製材機械科､建築科､枠組壁建築科､木工科､
　木型科､合板科

③普通職業
　訓練を修
　了した者

職業能力開発促進法第27条第１項の準則訓練である普通

職業訓練のうち、職業能力開発促進法施行規則別表第四

に掲げる訓練

　製材機械整備科、建築科、木工科、木型科、
　製材科

区
分
Ｃ

免除 ２時間 ５時間 ２時間 ９時間

２時間

　全科目受講
　　　(区分B、区分Cに該当しない者)

区
　
分
　
Ｂ

　製材安全士の講習を修了した者
　　　（林業労働災害防止協会が実施した講習）

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受講科目

　　　　　受講区分

免除 免除 免除 ２時間

 

①  木 材 加 工 用 機 械 を ５ 台 以 上 有 す る 事 業 場  
丸 の こ 盤 ､帯 の こ 盤 ､か ん な 盤 ､面 と り 盤 ､ル ー タ ー （ 携 帯 用 の も の を 除 く ）  

② 上 記 で 自 動 送 材 車 式 帯 の こ 盤 が 含 ま れ る 時 は ３ 台 以 上 を 有 す る 事 業 場  
※ 手 押 し か ん な 盤 、 自 動 か ん な 盤 、 昇 降 盤 を １ つ の 基 台 に 組 み 込 ん だ  

万 能 木 工 機 械 に つ い て は 、 機 能 １ つ に つ き １ 台 と し て 数 え る 。  

都 合 に よ り 、 講 習 が 中 止 や 延 期 、 受 講 料 ・
テ キ ス ト 代 が 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の
で 、 予 め ご 了 承 下 さ い 。 



３ ． 開 催 日 時  

   令 和 ６ 年 ９ 月 ２ 日 （ 月 ） 9:00～ 18:3０  

９ 月 ３ 日 （ 火 ） 9:00～ 18:3５ （ 修 了 試 験  17:3５ ～ ）  

※ 区 分 Ｂ の 方 は 、 2日 目 の 15:15～ 18:3５  

４ ． 会   場  

旭 川 勤 労 者 福 祉 会 館  ２ F 大 会 議 室 （ 旭 川 市 6条 通 4丁 目 ）  

５ ． 講 習 料（ 消 費 税 10%含 ）  

区 分 Ａ  １ ６ ， ５ ０ ０ 円 （ 受 講 料  14,300円  ＋  テ キ ス ト 代  2 ,200円 ）  

区 分 Ｂ   ８ ， ８ ０ ０ 円 （ 受 講 料   6 ,600円  ＋  テ キ ス ト 代  2 ,200円 ）  

区 分 Ｃ  １ ２ ， １ ０ ０ 円 （ 受 講 料   9 ,900円  ＋  テ キ ス ト 代  2 ,200円 ）  
※テキストの事前送付をご希望の方は送料５５０円を講習料に加えてお支払い下さい。 

6． 申 込 み 方 法  

７ /２ ～ ８ /２ ３ の 期 間 内 に 、 受 講 申 込 書 ･様 式 １ (1)を 、 林 材 業 労 災 防 止 協 会

旭 川 分 会 に 提 出 し て 下 さ い 。  

※先着順に受付し、定員５０名に達し次第締め切りますので、事前に受付状況をご確認下さい。 

７ ． 講 習 料 納 入 方 法  

申 込 書 提 出 後 、 下記のいずれかの方法により８/２３までに、 林 材 業 労 災 防 止 協 会

旭 川 分 会 に 納 入 し て 下 さ い 。  

➀ 旭 川 分 会 に 持 参  ② 現 金 書 留 で 郵 送  ③ 振 込 ( ※ 振 込 先 を ご 案 内 し ま す ) 

※ ③ 振 込 の 場 合 は 、 申 込 書 の 余 白 に 「 振 込 希 望 」 と 記 載 し て 下 さ い 。  

８ ． 申 込 み に 必 要 な も の  

(1)  写 真 ２ 枚 （ 3.0㎝ ×2.5㎝ ・ 背 景 無 地 、 上 半 身 無 帽 ）  

(2)  運 転 免 許 証 の コ ピ ー （ 表 ・ 裏 ）  

(3)  科 目 免 除 者 （ 区 分 Ｂ ・ 区 分 Ｃ ） の 確 認 書 類  

① 別 紙 ・ 様 式 １ (2)「 受 講 免 除 申 請 書 」  

② 資 格 を 証 明 す る 合 格 証 書 、 免 許 証 、 修 了 証 等 を A4サ イ ズ に コ ピ ー し 、 

 余 白 に 事 業 主 等 の 原 本 証 明 が 必 要 （ 下 記 の 記 載 例 ① ～ ③ い ず れ か ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ ． 修 了 試 験 ・ 修 了 証 の 交 付  

２ 日 間 の 講 習 終 了 後 、 修 了 試 験 を 行 な い 、 合 格 者 に 「 木 材 加 工 用 機 械 作 業 主

任 者 技 能 講 習 修 了 証 」 を 後 日 送 付 し ま す 。  

た だ し 、 次 の 要 件 に 該 当 す る 場 合 は 、 修 了 試 験 を 受 け る こ と が で き ま せ ん 。  

① 受 講 開 始 時 間 に 遅 れ た 場 合  ② 講 習 時 間 内 に 途 中 退 席 し た 場 合  

10． 注 意 事 項  

(1)  受講を取り消される場合、講習の前営業日までに申し出があった場合には、受講料を返金いたします。（当日欠席は返金できません） 

(2 )  受講希望者が氏名欄に旧姓又は通称（以下「旧姓等」という。）を使用した氏名の併記を希望する場合は、 

併記する旧姓等の記入とともに旧姓等を併記した住民票等の添付をお願います。 

(3 )  会場には、有料の駐車場がありますのでご利用下さい。 

(4)  受講者数が15名に達しない場合、講習を中止する場合がありますので予めご了承下さい。（中止の際はご連絡いたします）  

 

 

  

原 本 と 相 違 な い こ と を 証 明 す る 。  

令 和 〇 年 〇 月 〇 日  

事 業 場 所 在 地  北 海 道 〇 市 〇 区 〇 条 〇 丁 目  

事 業 場 名  株 式 会 社 〇 〇 木 材  

①事業者名職・氏名 〇長 木材太郎    ㊞  

②事業者職・氏名 〇長 木材太郎   印  ㊞  

③事業者職・氏名 〇

林業・木材製造業労働災害防止協会北海道支部 旭川分会 

〒 070-0043 旭 川 市 常 盤 通 １ 丁 目 道 北 経 済 セ ン タ ー ６ 階  

電 話  0166-22-8621 FAX 0166-22-8687 



様 式 １ （ １ ）  

木材加工用機械作業主任者技能講習受講申込書  

 
令 和   年   月   日  
 

   林業・木材製造業労働災害防止協会 北海道支部長 様  
 
 

受 講 者            ㊞     
 

 

 

 

（ふりがな） 

氏   名 

 

 

 

※ 受付番号     

 

 ※ 受 講 料         円 

 

※ 教 材 費         円 

 
 

旧 姓 等 の

併 記 に つ

い て の 希

望 の 有 無  

希望の有無 有 ・ 無 

（ふりがな） 

併 記 を 希 望  

す る 旧 姓 等  

 

生 年 月 日  昭 和 ・ 平 成    年    月    日  生  

現  住  所  

〒                携 帯  
 

木材加工用機械作業

経 験 年 数 

 自 ： 昭 ・ 平 ・ 令   年   月 か ら  
                             年   ヶ 月  
 至 ： 昭 ・ 平 ・ 令   年   月 ま で  

講習の一部免除を 

希望する資格 

 

該当の欄に✔を記入  

区 

分 

Ｂ 

□１級技能検定合格（ 昭 ・ 平    年   月   日 交 付 ）  

□２級技能検定合格（ 昭 ・ 平   年   月   日 交 付 ）  

□職業訓練指導員免許（ 昭 ・ 平   年   月   日 交 付 ）  

□普通職業訓練修了（ 昭 ・ 平   年   月   日 交 付 ）  

区

分

Ｃ

□製 材 安 全 士 修 了（ 昭 ・ 平   年   月   日 交 付 ）  

事業主の証明  

  上記の経験年数等に相違ないことを証明します。 

（ 住 所 ） 〒  

 

（ TEL）          （ FAX）  

（ 事 業 場 名 ・ 代 表 者 ）  

 

㊞    

 

【注】技能講習の一部の免除を受けようとする者（区分Ｂと区分Ｃ）は、様式１(２)

「受講免除申請書」と、その資格を有することを証する 合格証書・ 

免許証・修了証等のコピーに事業主等の原本証明が必要です。 



様 式 １ （ ２ ）  

木材加工用機械作業主任者技能講習受講免除申請書 
 

 

講   習   区   分  
受 講 の 選 択  

区 分 （ Ｂ ）  区 分 （ Ｃ ）  

作 業 に 係 る 機 械 、 そ の 安 全 装 置 等 の

種 類 、 構 造 及 び 機 能 に 関 す る 知 識  

免 除 ・ 受 講  

免 除 ・ 受 講  

作 業 に 係 る 機 械 、 そ の 安 全 装 置 等 の

保 守 点 検 に 係 る 知 識  
（ 受 講 必 須 ）  

作 業 の 方 法 に 関 す る 知 識  （ 受 講 必 須 ）  

関 係 法 令  （ 受 講 必 須 ）  （ 受 講 必 須 ）  

 

留 意 事 項  

１  受講の選択欄の「免除・受講」は、希望する受講の選択区分に○をつけること。 

２  受 講 の 選 択 区 分 （ Ｂ ） 及 び 区 分 （ Ｃ ） は 、 林 業 ・ 木 材 製 造 業 労 働 災 害

防 止 協 会 北 海 道 支 部 の 木 材 加 工 用 機 械 作 業 主 任 者 技 能 講 習 業 務 規 程 の  

別 表 １ の ２ 講 習 科 目 の 受 講 の 一 部 免 除 及 び ３ 講 習 科 目 の 免 除 条 件 別 講 習

時 間 に 係 る 区 分 で す 。  

３  修 了 試 験 科 目 の 得 点 が 各 科 目 の 配 点 の ４ ０ ％ 以 上 で あ っ て 、 か つ 、  

修 了 試 験 科 目 の 合 計 得 点 が ６ ０ ％ 以 上 の 場 合 が 合 格 に な り ま す 。  

こ の た め 、 区 分 （ Ｂ ） の 修 了 試 験 科 目 が 「 関 係 法 令 」 の み の 場 合 は 、

配 点 の ６ ０ ％ 以 上 得 点 し た 場 合 、 合 格 と な り ま す 。  

４  一 旦 届 出 た 内 容 を 変 更 す る 場 合 は 、 講 習 開 始 日 の 一 週 間 前 ま で に 書 面

で 申 し 出 る 必 要 が あ り ま す 。  

 

令 和   年   月   日  

 

 

林業・木材製造業労働災害防止協会 北海道支部長 様  

 

 

    受 講 者                   ㊞   


